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   Ｃ０７Ｄ 473/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/522    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 473/18    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/522   　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月12日(2011.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性バロマシクロビル又はその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　粉末Ｘ線回折図において、２２．９°±０．２°、１８．６°±０．２°、１９．５°
±０．２°、２４．３°±０．２°、２０．８°±０．２°、２１．８°±０．２°、２
７．０°±０．２°、１４．７°±０．２°、１５．５°±０．２°、２５．５°±０．
２°、及び２９．９°±０．２°に特徴的な吸収ピークを有する、請求項１に記載の結晶
性バロマシクロビル。
【請求項３】
　結晶性バロマシクロビル又はその薬学的に許容される塩、及び薬学的に許容される賦形
剤又は希釈剤を含む医薬組成物。
【請求項４】
　前記結晶性バロマシクロビルが、粉末Ｘ線回折図において２２．９°±０．２°、１８
．６°±０．２°、１９．５°±０．２°、２４．３°±０．２°、２０．８°±０．２
°、２１．８°±０．２°、２７．０°±０．２°、１４．７°±０．２°、１５．５°
±０．２°、２５．５°±０．２°、及び２９．９°±０．２°に特徴的な吸収ピークを
有する、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　純度が９０％以上である、請求項１又は２に記載の結晶性バロマシクロビル。
【請求項６】
　純度が９５％以上である、請求項１又は２に記載の結晶性バロマシクロビル。
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【請求項７】
　純度が９９％以上である、請求項１又は２に記載の結晶性バロマシクロビル。
【請求項８】
　結晶性バロマシクロビルを調製するプロセスであって、
　バロマシクロビルを、適当な内部温度に加熱することにより低級アルカノール溶媒又は
低級アルカノールの混合溶媒に溶解する工程、
　バロマシクロビルの大部分が結晶化されるよう、溶液を攪拌しながら冷却する工程、及
び
　結晶性バロマシクロビルを回収する工程を含む、プロセス。
【請求項９】
　前記低級アルカノール溶媒がエタノールである、請求項８に記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記低級アルカノールの混合溶媒が、９５：５（ｖ／ｖ）のエタノール／２－プロパノ
ールの混合物である、請求項８に記載のプロセス。
【請求項１１】
　前記内部温度が約６５℃～約７４℃である、請求項８に記載のプロセス。
【請求項１２】
　前記内部温度が約６８℃～約７２℃である、請求項１１に記載のプロセス。
【請求項１３】
　前記冷却する工程を約５℃／時間～約１５℃／時間の速度で行なう、請求項８に記載の
プロセス。
【請求項１４】
　前記冷却する工程を約８℃／時間～約１２℃／時間の速度で行う、請求項１３に記載の
プロセス。
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